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行
田
の
足
袋
づ
く
り
は
、明
治
23
年
（
１
８
９
０
）

ご
ろ
か
ら
ミ
シ
ン
が
導
入
さ
れ
て
生
産
の
近
代
化
が

始
ま
り
、
電
信
、
銀
行
、
馬
車
鉄
道
な
ど
社
会
資

本
の
整
備
と
相
ま
っ
て
近
代
産
業
へ
と
脱
皮
し
て
い

き
ま
す
。

　

近
代
化
と
並
行
し
て
足
袋
商
店
は
、
有
力
な
足

袋
の
産
地
が
な
か
っ
た
東
北
、
北
海
道
へ
と
販
路
を

広
げ
、
日
清
戦
争
で
海
軍
か
ら
艦
上
足
袋
を
、
次

い
で
日
露
戦
争
で
は
陸
軍
か
ら
わ
ら
じ
掛
け
足
袋

を
大
量
に
受
注
す
る
な
ど
、
軍
需
品
特
需
を
契
機

に
大
き
く
生
産
量
を
伸
ば
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

日
露
戦
争
の
好
景
気
を

き
っ
か
け
に
、
足
袋
業
界

で
は
工
場
建
設
ブ
ー
ム
が

起
こ
り
、
そ
れ
と
と
も
に

製
品
を
し
ま
っ
て
お
く
倉

庫
（
足
袋
蔵
）
も
数
多
く

建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

明
治
43
年（
１
９
１
０
）

に
電
気
の
供
給
が
始
ま
る

と
、
ミ
シ
ン
の
動
力
化
が

進
め
ら
れ
、
の
こ
ぎ
り
屋

根
の
大
規
模
工
場
も
建
て

ら
れ
始
め
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
行
田
の

足
袋
産
業
は
、
企
業
統
合

に
よ
る
大
規
模
化
、
大
企

業
化
に
は
進
ま
ず
、
の
れ

ん
分
け
し
て
独
立
し
て
い

く
（
こ
れ
を
「
仕
上
が
る
」
と
い
い
ま
す
）
小
規
模

分
業
経
営
の
道
を
歩
み
ま
し
た
。

　

大
正
時
代
に
入
る
と
、
足
袋
産
業
は
分
業
化
が

進
み
、
織
布
業
、
染
色
業
、
ネ
ル
張
業
、
底
張
業
、

印
刷
業
、
箱
屋
、
糸
商
、
ミ
シ
ン
屋
、
増
地
業
な

ど
足
袋
関
連
産
業
が
派
生
し
て
、
ま
ち
全
体
が
足

袋
づ
く
り
一
色
に
染
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
不
況
に
よ
り
、
行
田
の
足

袋
産
業
は
一
時
的
に
停
滞
し
ま
す
が
、
大
正
12
年

（
１
９
２
３
）
の
関
東
大
震
災
を
契
機
に
東
京
で
売

り
上
げ
を
大
き
く
伸
ば
し
、
全
国
、
そ
し
て
海
外

へ
と
さ
ら
に
販
路
を
広
げ
て
い
き

ま
し
た
。

　

こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
足
袋
産

業
の
発
展
で
行
田
の
中
心
市
街
地

は
手
狭
に
な
り
、
昭
和
３
～
８
年

（
１
９
２
８
～
１
９
３
３
）
に
向

耕
地
（
現
在
の
向
町
）、
竹
ノ
花

耕
地
（
現
在
の
桜
町
１
丁
目
）
の

区
画
整
理
が
相
次
い
で
行
わ
れ
る

と
、
大
規
模
足
袋
工
場
が
次
々
に

進
出
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
昭
和
13
年（
１
９
３
８
）

に
は
、
約
２
０
０
社
（
組
合
加

盟
１
１
４
社
）
が
、
年
間
約

8
千
５
０
０
万
足
、
全
国
の
約
８

割
の
足
袋
を
生
産
す
る
ピ
ー
ク
を

迎
え
、
行
田
は
“
日
本
一
の
足
袋

の
ま
ち
”
に
な
り
ま
し
た
。

�

（
文
化
財
保
護
課　

中
島
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一
）
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足
袋
産
業
の
躍
進

　１月７日に、産業文化会館、市役所前および水城公園で行われた行田市消防出
初式。そのアトラクションの一つとしてとび組合がはしご演技を行いました。力
強く纏

まとい

を回転させながら入場した職人たちは、その後スリル溢れる演技を披露。
詰め掛けた観客からは悲鳴交じりの歓声が上がっていました。（関連ページ16
ページ）

昭和初期の足袋工場風景

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。

■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報 
　広聴担当（内線318）までご連絡
　ください。 環境にやさしい大豆油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

　このコーナーでは、行田の歴史や名所、名物などを行田ゼリー
フライキャラクターのこぜにちゃんが分かりやすく紹介します。ちゃん

行く
が

!こぜに
with フラべぇ

　旧
きゅう

行
ぎょうだ

田女
じょ

子
し

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

の施
し

設
せつ

を改
かいしゅう

修して平
へい

成
せい

23年
ねん

４月
がつ

１日
にち

に
オープンした埼

さい

玉
たま

県
けん

立
りつ

総
そう

合
ごう

教
きょういく

育センターは、主
おも

に学
がっ

校
こう

の先
せん

生
せい

を
対
たいしょう

象にした教
きょういく

育研
けんしゅう

修施
し

設
せつ

です。
　センターには、42の研

けんしゅうしつ

修室があって、多
おお

いときには800人
にん

を
超
こ

える先
せん

生
せい

が研
けんしゅう

修に参
さん

加
か

する、埼
さい

玉
たま

県
けん

を代
だいひょう

表する施
し

設
せつ

なんです
よ。
　教

きょうかしょ

科書や教
きょういく

育に関
かん

する図
と

書
しょ

・資
しりょう

料がある教
きょういくしりょうしつ

育資料室（図
と

書
しょ

室
しつ

）
はいつでも利

り

用
よう

できます。一
いっ

般
ぱん

公
こう

開
かい

や体
たい

験
けん

教
きょうしつ

室などのイベント
の時

とき

には、そのほかの施
し

設
せつ

も見
み

に来
き

てくださいね。

埼
さい

玉
たま

県
けん

立
りつ

総
そう

合
ごう

教
きょういく

育センター

　このコーナーでは4月号でゼリーフライ、5月号でフライを紹介する予定
です。撮影にご協力いただける店舗がございましたら、2月29日（水）まで
に広報広聴課へご連絡ください。なお、応募多数の場合は抽選となります。


